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結果だけでなく途中の式と説明も書くこと。

1. 燃料を放出しながら重力に逆らって加速されるロケットの運動方程式

v̇(t) = −g − vf
ṁ(t)

m(t)

を時刻 t = 0から t = T > 0まで積分し、時刻 T でのロケットの速度が

v(T ) = v0 − gT + vf ln

[
m0

m(T )

]
となることを示せ。ただし v(0) = v0、m(0) = m0で g, vf は定数とする。

2. m(T ) = m0 −CT のとき、ロケットが重力に打ち勝って加速できるようにしたい。定数Cに対
する条件を vf ,m0, g, T を用いて表せ。


